
１　戦略的海上保安体制の構築等

（１）「海上保安体制強化に関する方針」に基づく体制の整備

１６０億円

新規 ３隻 ５２億円

新規 １隻 １７億円

新規 １機 １億円

継続 ２隻 ８億円
（令和元年度・令和２年度補正予算）

継続 １機 ３０億円
（令和２年度当初予算）

継続 １機 ５２億円
（平成３０年度補正予算）

６億円

22億円

（２）業務基盤の強化

１１１億円

新規 １隻 ６０億円

新規 １隻 ２１億円

小型巡視船 新規 １隻 ８億円

大型巡視艇 新規 １隻 ７億円

小型巡視艇 新規 ３隻 １５億円

装備資機材等の整備 38億円

原油価格高騰への対応（船舶・航空機燃料） ４３億円

新型コロナウイルス感染症対策の強化 ３億円

２　災害復旧

航路標識の復旧 ６億円

ⅳ）

① 巡視船艇の老朽代替

ⅰ）

ⅱ）

ⅲ）

注１）　端数処理の関係で、合計額は必ずしも一致しない。

① 大型巡視船・航空機の増強

３８２億円

ⅰ）

ⅱ）

ⅵ）

② 無操縦者航空機に係る情報処理システムの整備

ⅴ）

②

③

④

194億円

ⅲ）

令和３年度

海上保安庁関係補正予算の概要

【第１号補正】防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保

注２）　デジタル庁へ振り替える経費（６億円）を含む。

１８８億円

６億円

中型ジェット機

ヘリコプター搭載型巡視船（６，５００トン級）

ヘリコプター搭載型巡視船（砕氷型）

大型巡視船（３，５００トン型）

大型巡視船（１，０００トン型）

中型ヘリコプター

大型巡視船（１，０００トン型）

大型ジェット機

ⅳ）

ⅴ）

③ 海洋監視機器等の整備

令和３年度補正予算額 ３８８億円


